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（前略）
　イラクへの反戦デモが世界各地で起きているがやはり学生はじめ若者が主体。日本の学生さ
んはどうしてるのと問いかけたくなる。青春時代の特徴は何かあることに対し全てを忘れて夢
中になることができることだ。場合によっては生命の危険も省みない激しさもある。そんなこ
とが私にもあった。その一つが返還運動であった。杉本町キャンパスの情報センターの一階に
展示コーナーがあるが、この常設コーナーに市大の歴史がかいつまんで展示され、その資料の
中に一枚の写真がある。昭和三十年八月大手前の特別調達庁で校舎返還の証書が大阪市の中馬
助役に手渡され、恒藤学長と私が同席している。大感激の一瞬だ。こんな証拠写真があるにも
かかわらず後に刊行された市大百年史には校舎返還運動関連の記述にわれわれ学生の事は載っ
ていない。
（中略）
　昭和二十八年、灰色の高校生括（受験勉強だけの生活）にピリオドを打ち道仁校舎で試験を
受け文学部に入った。奨学金を申請したが長いこともらえなかったところからすれば成績は悪
かったのだろう。とにかく開放感は一度に溢れ出て我が青春はまさにこれからだという気がし
た。
　私の知っている大学のキャンパスは、北大（私は北海道函館生れ、父の転勤で室蘭、小樽、
又函館、そして高校一年の三学期から大阪・豊中高校に転入）か小樽商大、そしていつも模擬
試験、特に進適（1）で見事な点をつけられる阪大の石橋分校ぐらいなもの。キャンパスの知識は
あまりなかった。さてわが市大のキャンパスはどんなだろうと期待に胸をはずませていたとこ
ろ、これはマッタクオドロイタ！エッ？これが大学？
　入った所は靱校舎（2）、戦災の跡そのままのボロ校舎だ。頭にキチンとかぶった新しい角帽が
まったくチグハグな感じだ。そして又驚いた。正面入口から入るといきなり汚ないカベ新聞、
小学生の書いたようなでかいアジビラ（3）、色といい文字といい文言といいこれが大学生のもの
なのかとショックだった。二階に上ると日本共産党市大細胞なるサークル？があった。いつも
≪史料１≫
杉本町校舎返還運動
─かけがえのない私の青春時代─（抄）
　　　
池　田　克　彦
───────────────────────────────────────────────
　（1）　進学適性検査の略称。1947 ～ 54 年までの間、文部省が大学進学志願者全員に課した。
　（2）　1952（昭和 27）年 8 月の杉本町校舎一部返還により、1953 年 4 月から商・経・法・文 4 学部の専
門課程は杉本町校舎に、教養課程は靱校舎に移転した。
　（3）　アジテーション・ビラ。政治的な扇動の手段として、不特定多数を対象に配布・投函・掲示などを
するビラ（チラシ）。
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目のギロギロしたやや三角型の顔が暗闇に見えかくれした。或る日、新入生は講堂に集まれと
下知が下った。しかも講義時間帯だ。ごく一部の学生を除いてみな狩り出された。自治会か学
生委員会かは忘れたが委員長という人がスピーチを始めた。「新入生諸君、入学おめでとう。我々
は君達を大いに歓迎する。しかしこんなボロボロの焼跡小学校に迎えるということは非常に残
念だ。我々市大のキャンパスは大和川のほとり杉本町にある。伝統のある大阪商科大学の素晴
らしいキャンパスだ。ところがだ、この立派な校舎が米帝に接収され、一部は返還されたが大
部分は鉄条網、金網の中だ。夕方になれば我々の出入する校門に米軍相手のパンパン（4）がたむ
ろするのだ。なんたるクツジョクだ。この校舎を早く返還させたい。しかしいくら陳情しても
効果はない。日本全体から米帝をたたき出さぬ限り、校舎は還らない。諸君、直ちに軍事基地
反対斗争に積極参加せよ！」とのこと。そして新入生一同の顔をにらみつけてから、「以上の
点について何か質問があるか？」思わず右手が上った。とにかくサッパリわからない。「なん
だお前！」質問があるかというから手をあげたのに何だとは何だ ・ーキレタ！「あんた方の云っ
てることはさっばりわからない。米帝とか基地反対斗争とか一体何の関係があるのですか」と
問いただしたところ、「お前は誰や、どこの右翼の廻し者や」と来た。「ウヨクって何ですか」
「ふざけるな、来いッー！」てなわけで玄関横のあのなつかしい自治会室に連行された。「お前
どこの高校や」「豊高です」「ヘーン、ブルジョアのムスコか、ショーガネーナー、気にいらん
ような顔をしてるがお前やるか？やってみるか？」「──── 」、「ブルジョアのムスコに出来
るわけネーワナ」思わずムカッと来た。「ヨシ、ヤッタル、ヤッタルで」ついに売り言葉に買
い言葉、買ってしまった。これが市大におけるわが青春のはじまり。今思えば坊主頭に黒のツ
メエリの学生服をキチンと着て少しヤセ型のギロギロ目だったから右翼の端くれにでも見えた
のかも知れない。
　再び講堂にもどされると異様な空気だ。壇上に大柄な男が額に血に染まった手拭を巻き、「今、
荒神橋から帰った。ポリ公にブンナグラレ額を割られた」と絶叫した。世に云う京都荒神橋事
件（5）。多くの学生が捕まったとのこと。場内かなりイキリ立った。「見ろ！これが米帝の姿だ。
これでもお前らはだまっているのか！明日から基地反対斗争に参加せよ！」。この額を割られ
た男こそ農業経済硲ゼミのＫさんだが、私はこの人が好きになった。一度豊中の自宅に遊びに
来てくれたことがあった。夕食時になり、日頃帰りの遅い親父が珍らしく帰って来た。共に食
事をし、酒が入りいろいろ田舎の話など久し振りの故郷話に親父すっかりご満悦の様子だった。
「頼もしい青年だね」とあとで云っていた。
　翌日、靱校舎中に昨日の洗脳大会？の模様が噂され、われわれ文学部の同期生も「君、よう
あんなこと云うて大丈夫か？」と心配してくれた。一方、日頃、共産党主導の自治会に不満を
───────────────────────────────────────────────
　（4）　戦後の日本で駐留軍兵士を相手に売春を行った街娼。語源は不詳。
　（5）　1953（昭和 28）年 11 月 11 日に、立命館大学での集会に合流しようとした京都大学学生デモ隊と
警官隊が荒神橋上で衝突し、学生側に多くの重軽傷者が出た事件。同夜、数百名におよぶ学生の抗議
デモ隊が京都市警に押し寄せ、警官隊と衝突したことにより更に多数の負傷者が出た。ただし、事件
発生の日時からみて、この部分については池田氏の記憶に錯綜がある可能性もある。
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持っていた人達、又、旧商大系の商、経、法中心の大学運営に批判的であった学生、教職員も
その後の動きに注目していたようだ。自治会は校舎返還運動の専門委員会をつくり、「お前やれ」
と云う。どういう経過を経て実行委員会ができたのかよく覚えていないが、靱校舎の中に校舎
返還実行委員会ができた。
　〝大阪市立大学杉本町校舎全面返還促進学生実行委員会〟という長ったらしい名前の実行委
員会だ。以前、杉本町校舎にも実行委員会があったかに聞いている。商経法文、家政、理工、
等の代表者が集まり、真剣に討議した。とりあえずクラス討議を土台にして実行委員を選出し、
各学部の委員長も決めた。実行委員全体の中から執行委員が選ばれ、各々渉外部、情宣部など
のパートに分れて活動し出した。
（中略）
　丁度この頃、私は豊中の自宅で〝雑草″というサークルをつくり世間一般のサークル活動も
していた。このメンバーは豊高卒中心に拡がり最盛時には五〇名を越えた。毎週土、日ぐらい
に私の家に三〇名くらい集まり、友情論、幸福論、恋愛論などに夢中になった。そのうちに程
度も上り、「経済学教科書」とか毛沢東の「矛盾論と実践論」なども登場した。私は当時、毛
沢東に惚れこみ特に彼の哲学と認識論に傾倒した。しかし権力の座という魔力に克てなかった
彼に大きく失望もした。赤エンピツの傍線を入れたボロボロの毛沢東選集は今でもある。今か
ら思えば社会学で学んだビューロクラシイ（官僚制）と権力との結びつきこそどんな社会体制
にもつきまとう人間という社会的（組織的）動物の宿命なのかも知れない。夏には宝塚の奥、
蓬莱峡でキャンプをやり大いに青春を謳歌した。豊高の近くでもあったためか時々補導関係の
先生が立ち寄ったりした。何か危険なことでもたくらんでいるのではないかと思ったのだろう
か。このサークルの中に校舎返還実行委員と市大のメンバーが何人か居た。私にとってみれば
実行委員会にしてもサークルにしても両方共に一種のサークル活動的要素もあったと思う。実
行委員会主催のうたごえ、フォークダンス、ピクニック、ハイキングなどもよく開催し、実行
委員だけのコンパなんかもよくやった。自宅で新年会をやったこともある。このような親密
性、信頼性等が多少ともまとまった執行部をつくっていったのかも知れない。いくつかの淡い
恋も芽生え散っていった。〝雑草〟サークルの仲間のうちからは三つのカップルがゴールインし、
私は三番目のゴールインだった。
　早朝から自治会室でガリ切り（6）、そして印刷（萬古という謄写版）、当時私の伎倆では謄
写版に網をかけて一〇〇〇枚印刷、ガリ切り製版は三ミリ方眼の原紙一杯に書き込んで一枚
四〇〇円也のバイト料だった。結構高いランクだった。でき上ったアジビラの配布、授業もな
るべく受けて帰宅は連日十一時頃だった。
　実行委員会の活動は日毎に活発化し、全学的に固い組織に成長し、他
（ママ）
方面から注目されるよ
うになった。
───────────────────────────────────────────────
　（6）　謄写版（ガリ板）印刷の版を作るため、ロウ紙と呼ばれる原紙に鉄筆で字や図を書く作業。鉄筆で
書いた部分が「透かし」となり、この部分のみをインクが透過して紙に印刷される。
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　アジビラ配りもなかなか大変だったが、ゴクローサンとは云われても突っ返されたり、ガタ
ガタ文句を云う人はいなかった。校舎返還ということについてはみな当然のことと思っていた
ようだ。ただその運動のあり方が問題だったのだろう。授業中でも先生にかけあってクラス討
議に変更したりしたこともある。快く受けてくれる先生もあれば断わる先生もいた。大方の先
生方は時間を空けてくれた。しかし学生の中にはそれはけしからん、授業以外の時にやるべき
だと強硬に主張した者もいた。文学部の同期同クラス（英語）の学生で非常にマジメなⅠさん
とＭさん、後に大学院に進み、一人は本学の教授に、一人は他大学の教授になった。やはりそ
ういう人はどこか違うんだなと思った。二人共、集会やデモにもよく参加してくれた。
　機は徐々に熟していった。第一回の全学の総決起大会を杉本町校舎で開催した（7）。あの広い
講堂に一杯集まり、真剣に討議が行われ、三つ四つのスローガンがかかげられたが詳細は覚え
ていない。たしか内灘の問題（8）を中心に基地反対斗争と共にやるべきだと主張する人達と、た
だ純粋に校舎返還だけにすべきだとする意見に大きく分かれていたと思う。かなり熱烈な応酬
があり、議長を務めていた私は非常に困った。そんな時、後ろの方から手が上がった。低音の
よく通る冴えた声で、それもマイク無し、「議長、こんなことをいつまで討議してもらちがあ
かない、結論を急ごう」と提案し、「我々学生はあくまでも学生の本分を尽す、つまり真理の
探求をすることが大切である。そのための障害になっているわがキャンパスを返還させるのは
当然のこと、多大の犠牲を払って日本にデモクラシーを教えようとする米国が学問の最高機関
をいまだ接収しているということは大きなマチガイだ。だから我々は当然の事を主張している
のでありこの一点にしぼって政治的な色合いのものは排除し、誰でもが協力してくれるような
運動にしなければならない。誤解を招くようなイデオロギーは除き、純粋に校舎返還という一
点にだけ絞り、全学の統一と団結を誓おう」というような主旨を堂々と述べた。場内はシーン
とした。この黒縁メガネをかけた面長の色白で背の高いスマートな男こそ法学部の実行委員Ｔ
さんであった。返還運動後、市大の学園復興運動の一環として市大音楽祭を企画創設し、Ａ放
送局の報道部長として活躍、若くして亡くなった。本当に惜しい男だった。
　衆議一決！〝全学の統一と団結で杉本町校舎を返還させよう！″〝イデオロギー抜きで校舎
返還一点に絞ろう！″というスローガンが採択された。この大会は全学をゆさぶった。早速、
市民へのアッピールとして大デモンストレーションが計画され、集結場所は中之島の大阪市中
央公会堂、デモのコースは御堂筋と決った。
（中略）
　いよいよ決起大会の当日、各学部から続々と集まった。市バスを借り切って集結、杉本町校
舎講堂に一杯の中で先日の大会でのスローガンが再確認された。渉外部長のＫさんらは事前に
───────────────────────────────────────────────
　（7）　第一回全学総決起大会は 1953（昭和 28）年 6 月 26 日に開催された。
　（8）　朝鮮戦争でアメリカ軍が使用する砲弾の性能検査を理由に、石川県内灘村の砂丘を試射場として供
用する計画に対し起こった接収反対運動。全国的な運動へと展開したが、1957 年の米軍撤収により
闘争は終息した。
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マスコミを廻り当日のデモに協力を願った。又所轄の警察にも御堂筋でのデモの許可をお願
いしたがなんとか許可になった。たしかジグザグ（9）はやらないという条件付だったと思う。当
日、我々は次のようなことを申し合わせた。・赤い色のものは一切使用しない・旗は市大の校旗、
各クラブ、サークルの旗、国際学連（10）の旗など・暴力的な行為は絶対さける・市大と明示し
た黄色い腕章をつけてデモ隊の両サイドに警備係を配置して警官との無用の接触をさける・女
子学生は隊列の中程に入れる・シュプレヒコールは〝校舎を返せ〟一本に絞る・うたは市大の
学生歌、応援歌、寮歌中心で労働歌などメーデー風なものは遠慮する。実際には国際学連の歌
や、若者よ、少し勇み立って民族独立行動隊も出たかに覚えている。これだけ細かな打ち合わ
せをしたにもかかわらず、いざ実行となるとそうはいかない。いろいろのハプニングが起った。
デモ隊の先頭に十人程の学生が竹竿を何本か束にして横に抱え隊列を乱さないように工夫した
が、この中に非常に元気な人がいて、つい目を離すとジグザグをやりたがる。商学部のＫさん、
後に中国貿易の商社の社長さんになられたが、後年何かの機会に出会って一杯やった時、あの
時はホンマに迷惑をかけたナーと、とても懐かしかった。各クラブ、サークルの部員もいろい
ろ趣向をこらし、中でも空手部や柔道部の猛者連中のいでたちが目をひいた。ハダシで白の汚
れたケイコ着、青春の汗がにじみ出て勇ましかった。
（中略）
　いわゆるフランスデモ（11）のような形でのデモで御堂筋を南下し、なんば駅前、高島屋辺り
で流れ解散したと思う。何度か警官との自然接触もあったが「スンマセン」「イヤ、ゴクロー
サン」てな状況だった。流れ解散のあと各々三、三、五、五連れ立って散ったが、私は四、五
名の気のおけない連中と北上し、北のニューミュンヘンビヤホールで大ジョッキを酌み交した。
実に、最高にうまかった！まさに気宇壮快
（ママ）
だった。
　実はこのデモの先頭に恒藤学長を立てる計画があった。中にはダメなら美術部に頼んで学長
のプラカードを持っていこうかという話もあった。責任上、私が学長室にお願いに上った。恒
藤学長は「君達の努力と気持はよく解るが、君達は最高学府の学生であり立派な自治組織で動
いている。あくまでも学生諸君だけで立派に全うしてほしい。自治というのは本当に重いもの
だ」というような主旨の言葉をいただいた。それではメッセージだけでもとのお願いに快く受
けてくれた。確か原稿用紙にブルーブラックの万年筆で書かれたものと記憶しているが手許に
は無い。もしあの時、ちゃんと保管しておけばどんなに値打があったかも知れないのにと後悔
している。その後、末川総長（12）（立命館大学）が本校にお見えになられた時、恒藤学長主催で
───────────────────────────────────────────────
　（9）　ジグザグデモ。道路上を左右に蛇行しながら行進する形態のデモ。
（10）　国際学生連盟の略称。1947 年にプラハに設立された。1948 年に結成された全日本学生自治会総連
合（略称　全学連）も翌 49 年にこれに加盟した。
（11）　手をつないで道路いっぱいに広がり行進する形態のデモ。
（12）　末川博（1892 ～ 1977）。民法学者。1933 年の滝川事件により京都帝国大学を辞職したのち、恒藤
とともに大阪商科大学の講師に迎えられた。その後、1946 ～ 1969 年の長きにわたり、立命館大学の
学長・総長の任にあった。
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パーティがあり、あの粗末な学生食堂で両巨頭を囲み熱い熱い青春の酒を飲んだ。突然なので
みんなビックリ、来たる者こばまず席のある限りＯＫ。お二人もとても楽しそうに飲んでおら
れた。何を話してくださったかは全く覚えていないが末川総長が恒藤学長と我々を大いにほめ
てくれていたことは覚えている。こんなおおらかさが市大にあった。後年、恒藤学長の訃報を
知り、京都のご自宅まで花を持参したことを覚えている。
　さて、翌日の各紙には大きな写真入りで〝イデオロギー抜きのデモ″という見出しが多かっ
た。いかに市大がイデオロギー的に有名であったかがわかる。〝アルバイト大学″〝たこの足
大学″〝アカの学生の多い大学〟等々云われていたことを思い出す。とにもかくにもマスコミ
は非常に好意的に扱ってくれたのはありがたかった。教職員側も遂に教職員実行委員会が出来、
会長には恒藤学長を据え、委員長には経済学部交通論の権威、富永教授がなった。当時市大学
内には一種の派閥斗争があり、旧商大系の商経法と他学部の問に差別というかキレツというか
そんなものがあった。これを民主化しようとして助手講師の会〝助講会″が積極的に動き、返
還運動については経済研究所の酒井さん、商学部の古畑さん、法学部の山崎さん、文学部の横
田さんが中心になって実行委員会をつくり、民主化の突破口にも活用した（と思う）。学内の
学生、教職員の団結から従来批判的であった有恒会も協力しはじめ、大阪市会、府会、国会議
員にも左右の別なく応援してくれた。特に参議院の文部委員長をしておられた左派社会党の荒
木さん、自民党の劒ノ木さんなどの視察団が訪問された時は非常に感激だった（13）。その後幾
度かドン行で上京し、国会、文部省、外務省、特別調達庁、アメリカ大使館などにも陳情に行った。
或る時突然接収が長期化するという情報を得、大阪市も大学もあわてた。我々もこいつはえら
いこっちゃと思った。早速上京せねばと思った時学校側として富永委員長が代表して上京する
と聞きつけ同行を申し出たところ、学生諸君は温和しくしていてほしいと説得されたが、直接
上京し現地でお会いした。苦笑されていたが「来るだろうとは思っていたよ、君のことだから」
とおっしゃった。この日、参議院議員会館を訪れ荒木さんに会い自民党の原田憲さんを紹介さ
れた。原田さんは豊高のご出身で快く協力を約束された。議員食堂で荒木さんにザルソバをご
ちそうになった。とてもおいしかったことを覚えている。その後、参議院文部委員会で我々の
話を聴こうということになり、トーツーコー（東通工・ソニーの前身？）（14）で実行委員中心
に陳情の声を録音しそのテープを持って上京した。運営資金は常に乏しかったので上京はほと
んど私一人だった。文部委員の前で先にテープを聴いていただき、情熱をこめて窮状を説明し
た。テープを聴いている時からみんなの顔が目に浮かびアツくなっていた。だんだん自分の説
明に感情が移入され、涙がこみあげて来た。時々声をつまらせ一呼吸入れて自分を落着かせた。
あとで荒木さんが云ってたが、できるだけ冷静にタンタンとむしろ突き放すように云う方が効
果があるよと教えてくれた（15）。
───────────────────────────────────────────────
（13）　参議院文部委員会理事・専門委員会による各校舎の視察は 1954（昭和 29）年 7 月 20 日に実施さ
れた（『百年史　全学編』434 頁参照）。
（14）　東京通信工業。ソニーの前身で、当時の製品には「TOTSUKO」と記されていた。
（15）　1955（昭和 30）年 3 月 29 日の陳情時のエピソードと推測される。
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　参院文部委員会は我々の問題を積極的に取り上げ、当時の議事録にも何度か記録されている。
米軍に対し早期返還を強く要望していた。この間の事柄はマスコミにも報道され、市大の返還
運動は一般市民の関心を次第に高めていった。一般学生もあらゆる手段を活用し、全学一致団
結して署名運動に取り組んだ。わが家の親父も会社に出入りの印刷屋に頼み何千枚か署名用紙
を寄贈してくれた。ヘエーこんないいところもあったんだと今頃亡き親父に感謝している。大
阪市内だけでなく日本全国各地からも寄せられた。市内のいたる所で署名とカンパを集め、夏
休みのカンカン照りの道頓堀で身体の弱い家政学部の女子学生が倒れてしまったこともあっ
た。この人は後に生活科学の教授になったことを何故か覚えている。夏休みの帰郷活動、故郷
へ帰る前に自治会室（当時は実行委員会室になっていた）に寄って署名用紙を沢山持って帰っ
た。時には帰省先から便りが届き、元気で署名活動をやっているという嬉しい知らせもあっ
た。何かの集会があればすぐ取りに来てそこで署名活動をするとかみな自主的に動いた。たし
か国際学生協議会に出席するとかでＦＬＤ（16）のＮさんが見えられ、海外でも訴えて来るから
何か資料はないかと問われ、手造りのアルバムを二冊手渡した。これは渉外部長のＫさん（文
学部・考古学）愛用のボックス型一眼レフで撮ったモノクロの写真に私が解説文を手書きした
もの。杉本町の米軍兵舎の中の大学の校舎やゲート前の夕景（パンパンの花が咲く）、たこの
足大学の焼け跡そのままのボロ校舎などいろいろ収載されている。上京の折りには必ず持参し
各方面で好評？を博した。このアルバムはいつの間にか行方不明になり私も忘れてしまってい
たが、七、八年前だったか東京の方から市大に郵送され、史料室の担当者からひょっとして私
のものではないかとたずねられビックリした。現在、市大史料室（17）に大切に保存されている。
時たま訪問した時にゆっくり見て往時のことを思い出したりしている。又、夏休みを利用して
各種の学生集会がある。府学連の大会とか〇〇の集いとか、その中で一番群を抜いてデカイの
は泣く子も黙る全学連の大会だった。当時、カミカゼ、トッコウ、フジヤマ、ゲイシャ、ノー
キョウ、そしてゼンガクレンだ。このバブルに近いゼンガクレンの大会に市大からも何人か参
加した。商学部のＦさんが書記長を務めていただけに市大の名声は大きかった。関西では市大、
京大、立命、同志社というようなランクだったと思う。
　東大の講堂に全国からの猛者連中が集まり、私もそこで校舎返還運動の状況と早期返還への
協力を訴え満場一致で決議の一つに取り上げられた。あとにも先にも東大に入ったのはこの時
だけだった。かつて親父が云っていた。アカモン、イッキョー（18）、ワセダ（このいずれの門
も親父は行けなかったが）のアカモンをくぐった。宿泊は東大駒場寮だった。同室の東大生は
みな感じの良い人で特に変ってもいなかった。むしろ返還運動のことをいろいろ聞かれさすが
大阪市大ですねと妙に感心されたことを覚えている。
　その年の秋だったと思うが国際学連の代表者が十数名杉本町校舎に来校し時計台本館前の芝
───────────────────────────────────────────────
（16）　大阪市立大学語学部（Foreign Language Department）。
（17）　正確には大阪市立大学大学史資料室。
（18）　一橋大学のこと。本学の「イチダイ」と同様の呼称。
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生に寝ころんで話し合ったことがあった。時折頭上を米軍のヘリが飛び交い文字通り基地の大
学にびっくりしていたようだ。金網越しに見える兵隊の行進やトラックの出入りにも目を丸く
していた。やがて国際学連でも早期返還の決議をしてくれたようだ。
　学園文化祭、当時は大学祭と云ったが随所に返還運動が盛り込まれ、演劇部〝つのぶえ″は
大学生活の日常の中における返還運動を創作劇（文学部の O さんの作・演出）で発表し、ヤ
ンヤの拍手、法学部では第一部、二部両方から演劇が上演された。他にＦＬＤの英語劇もあり、
グリークラブやオーケストラの演奏、そして謡曲や詩舞、お琴となかなか盛り沢山だったが、
テントを張った食べもの屋さんは無かったと思う。我々実行委員会は返還運動のパネル展を催
し、併行して行われた体育祭には仮装リレーで市大生の日常生活を表現しさまざまなオリジナ
ルパフォーマンスが人気を呼んだ。中でもアルバイト係における奪い合うような光景や、市大
生が（女子学生だったか？）ＧＩ姿のアメリカ兵を追いかけているのが大好評だった。金網越
しに何人かの米兵が見てゲラゲラ笑っていた。当日東京から遊びに来ていた私の親友もスタン
ドに陣取り、これは傑作だったと大喜び。もちろんこれは演劇部つのぶえと一部実行委員との
共演であった。他サークルもさまざまな趣向でやっていたがよく覚えていない。
　隣接の浅香町の人達も沢山来られ、年に何度か民話劇などを持って友好をはかっていた。〝彦
市とんち話〟などは好評だった。
　当時若者の間には〝うたごえ〟と〝フォークダンス〟が盛んでいろいろな交流があった。靱
校舎の屋上や中庭の運動場でもよくやった。屋上には市大新聞会とグリークラブそして演劇部
つのぶえの部室があった。フォークダンスはオクラホマミキサーとかコロプチカが一般に好ま
れ、白髪橋の家政学部からも沢山来てくれた。実行委員会が中心になり企画をたて盛りあげて
いった。クルクルと廻りながら多くの女子学生と踊ることは本当に楽しかった。これぞ青春だ。
うたごえの方は関鑑子（19）日本のうたごえ運動が主流で〝青年歌集〟をポケットに入れていた。
今でも私の手許に大切に保存してある。こんなうたと踊りの中からいくつかのカップルが出来、
うまくこぎつけたものもいればシャボン玉のように消えたものもある。
（中略）
　コンパも盛んだった。いいごキゲンに酔うといろんなスピーチ（何を云ってるのかわからな
い現弁護士先生もいた）やうたが出て来る。誰がつくったか知らないがソーラン節の替え歌で
校舎返還ソーラン節がよく歌われた。〝ヤーレン　ソーラン　ソーラン　ソーラン　ソーラン
　ソーラン　ハイ　ハイ　杉本校舎のドタマの上に風にはためくあの旗はどこの旗　ハアー　
民族独立　戦争マッピラ　ヤサエーエーヤアーサァーノ　ドッコイショアァ　ドッコイショ　
ドッコイショ″というもの。〝帰ろ帰ろよ　杉本校舎へ　校舎返すは国守る平和守る〟何番ま
───────────────────────────────────────────────
（19）　関鑑子（せき　あきこ 1899 ～ 1973）。声楽家。1950 年代初頭から、コーラスによる平和運動「う
たごえ運動」を展開。1953 年から始まった東京での「日本のうたごえ祭典」は年々参加者が増加し、
数万人規模となった。50 年代半ばからこの運動の影響で「うたごえ喫茶」「うたごえ酒場」などが流
行した。
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であったか忘れたが返還運動に対する情熱がいかに強かったかということがよくわかる。
　夜遅く演劇部の練習の帰途、杉本町校舎の金網沿いにイタリヤの民謡〝アバンティポポロ（人
民よ進め）〟という軽快なマーチ風な歌を大声で歌いながら帰った。お金に少し余裕があると
ジャンジャン横丁（あべの天王寺）に寄る。屋台のような居酒屋で一本五円の串かつと寿司茶
わん一杯の酒を飲みながらワイワイやっていると「市大の学生はんでっか」と声がかかり「しっ
かりやってや」とニコヨン（20）風な人から差入れが入る。同じようなことで心斎橋筋の蓬莱で
のこと、一皿のブタマンを四人で分けて食べていたら大皿に山盛りのブタマンとシューマイ、
数本のビールをウエイトレスが持って来た。「チャウデこれ、頼んでへんで、何かの問違いやろ」
と云ったら「あのー　むこうの方があなたがたにと注文されたのです」という。四人ともおそ
るおそる立上ってそちらの方を見ると二人の中年の紳士が手を振っている。「ありがとうござ
います」と云ってピョコンと頭を下げた。こんな風景は今でもみられるだろうか。そして我々
は後輩にこんなことするだろうか、時代も変ったとは云え何か大切な宝物を見失ってしまった
ような気がする。
　時局の変転により、突然大変なことが起る。返還近しとの噂が流れたかと思うと又ひっくり
返る一喜一憂が何度もあった。
　そんな或る時、杉本町の米軍キャンプの司令官ロール大佐に会見を申込んだところ、何回か
のヤリトリがあって学生課長の松田さん（フサフサとした白髪にシャレたマドロスパイプの小
柄な好人物）と二人キャンプに入った（21）。ＭＰが完全武装で我々二人の後にピタッとつき司
令官のところへ案内してくれた。パスポート無しで外国に入ったわけだ。この情報を知った学
友達はどこからかき集めたのかバケツと棒切れでガンガン鳴らし下手なことをしたら承知せん
ぞ！とばかりのイカクで励ましてくれた。星条旗をバックにロール大佐が木製のデカいデスク
の向うに坐っていた。まるで軍事裁判にでもかけられているようだった。ごく平凡なあいさつ
の後ロール大佐は「君はいくつか」と問われた。二十一才だと云ったら「私の息子と同じだ」「と
ころで学部は？」と来た。文学部だと答えた。「ではこの会見を何かに書くかね」、勿論だと強
く答えた。「どんな風に」と聞かれたので、〝戦後十年近くにもなるのに一体いつまで接収して
いるのか、あやまった日本軍国主義を民主化しようとして来ているのに大学という学問を学び
研究する神聖な殿堂を軍隊がいつまでも接収していることはどう考えたって間違っている。し
かも米軍のゲートをくぐらなければ自分達の学校に入れないというのは日本広しと云えども我
が校一校限りだ。このままの状態ではおたがい若い者同志どこでどんな不測の事態が起るやも
知れないと主張し、少なくとも他国軍隊のゲートをくぐらなくてもいいくらいのことはしても
らって最低だ。要は早く返してほしいとお願いした〟と書きましょうと云ったように思う。松
───────────────────────────────────────────────
（20）　日雇労働者の俗称。1949 年の失業対策法施行当時、公共職業安定所の斡旋による労働者の日給が
240 円であったことから、100 円札 2 枚、10 円札 4 枚で「二個四」と称した。
（21）　『百年史　全学編』432 頁に掲載された 1954（昭和 29）年 6 月 28 日付の朝日新聞夕刊記事の内容から、
このエピソードは同年 6 月 24 日のことと推測される。
（史料１）「杉本町校舎返還運動 －かけがえのない私の青春時代－」（抄） 97
田さんが私の足をけり、これ以上云うな！と合図した。そして二、三月後だったか「ゲートが
失くなったぞ」〝エッ？〟突然ゲートがかなり後方に下げられ、あのいまわしいゲートをくぐ
らなくても入れるようになった。「よくわかった。私にとって出来る限りのことをしよう。く
れぐれも冷静に指導してください」と云われたことを思い出した。早速ロール大佐にお礼の一
言と思い連絡をとったところ、本国に帰られたとのこと。私の手許に時々、市大史料室からパ
ンフレットが届くが去年の年誌の中に二人の米国人が市大を訪れ、かつて我々はこのキャンパ
スで生活していたことがある。とても懐しいので来てみたということだそうだ。もしこの二人
にロール大佐のことを聞いたらひょっとしてわかったかも？と返すがえすも残念だった。
　こうしてウヨキョクセツの未、三〇年八月遂に杉本町校舎全面返還が実現した。花火でも打
ち上げてパーッとやりたかった。ところがなんと、祝賀会をやった記憶がない。何かあれば学
生食堂でパーティをやったものだがこの辺りがわからない。何かボーッとしてしまったような
感じだ。実行委員会は解散宣言をすると同時に学園復興建設委員会に発展解消したが多分充分
な討議、検討もしなかったせいかいつの間にか消えた。この後にモーレツな学園紛争が起ろう
とは夢にも想像できなかった。
　各実行委員もいそいそと自分の持場に帰り、私も文学部社会学の三回生卒論の準備もしなけ
ればいけなかったが、私としてはこの返還運動をひとつの学生運動として豊富な資料をもとに
書いてみようかと思った。不足の単位も取らねばならず気持だけがあせった。運動の真最中に
は「返還になったら委員長の銅像を建てなあかんな」などととんでもない調子の良いのもあっ
たが今はまるで盆踊りの終ったあと一人ポツンと残されているような感じであった。目標達成
後の転換ができず、遂に何をするのもイヤになり、家族以外の人に会うのも好まず、学校にも
行かず、毎日野山をホッつき歩いた。一種のノイローゼに近く、かかりつけの医者にもバカに
つける薬はないという。あっと云う間に時は過ぎ往き、いよいよ問題の卒論に取り組まねばな
らなかった。市大の返還運動をテーマにしてやってみたいと三人の教授に相談したところ、一
人はそれは面白いやってみたらと云われたが、他のお二人はとんでもない社会学のテーマには
ならないねという。一対二なら通るわけがない。スパッとやめた。これらの資料は後に生か
そうと思って大切にしていたが転勤の時実家の物置に置いていたが浸水しオジャンになった。
残った資料は市大資料室にある。そして一年留年し、「大衆社会の概念規定」をテーマに卒論
を提出し、どうやら通った。学校に残るよう先生や先輩にすすめられたがそれほどの力も自分
に無し、六人兄弟の長男としてさんざん好きにさせてもらったのだから早く手伝わなければな
どと妙に殊勝になり進学はあきらめた。
（中略）
　返還運動にまつわるこの三年間は私の貴重な青春の宝物。今でも何か苦しいことがあるとこ
の頃のことを思い出しゼッタイやったるでという心の支えになっている。私は現在六十九才。
この間何かの見出しに〝有効期限の切れた亭主と賞味期限の切れた女房〟なる言葉をみつけ久
し振りに大笑いした。言い得て妙。人間てほんとうに面白い。あの三年間で得た沢山の友人や
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先輩、今後も仲良くおつきあい願いたいと思う。期限切れの者同志にこそ真の味のある人生が
これから待っている。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成十五年四月十二日）
　
鉄条網に囲まれた市大のシンボル時計塔
金網伝いに校舎へ向う学生達
このチャペルで平和の祈りが捧げられたのか？
US ARMY CAMP SAKAl のゲート前にたむろ
する米軍相手の特殊夫人達。このゲートをく
ぐらなければ我々の校舎には入れなかった。
米軍チャペルと本学時計塔にヘリが飛び交う
〝たこの足大学〟のひとつ戦災の跡そのまま
の靱校舎。商、経、法、文の 1、2 回生と第
2 部学生がここで学ぶ。現在は国際級の硬式
テニスコートを持つ素晴らしい公園になって
いる。校舎は自然博物館になったと聞いてい
るが？　
